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み ど り
　６月に入り、急に汗ばむ日が増えてきましたね！先日、とっとり水土里の女性会の環
境保全活動（サツマイモ圃場）で草をせっせと取っていたところ…。ビキッと腰にきま
して、少し痛いなぁ～と思っていた腰痛がぎっくり腰になってしまいました。事務作業
や力作業で腰痛持ちの方は多いのではないでしょうか？腰痛対策！！今度、是非教えて
ください。（福政）

編集後記

　水土里ネットとっとりの西川と申します。令和４年度採用で、計画設計課に配属となり、今年で 3
年目を迎えました。まだまだ未熟ではありますが、早く一人前になれるよう日々精進しております。

　大学は、鳥取大学で作物生産に関わる分野を専攻して
おり、卒業論文では酒造好適米の倒伏軽減について研究
を行いました。鳥取のブランドである「強力」という品
種があるのですが、この品種のデメリットとして食用米
と比べ、背丈が高くなりやすく倒伏のリスクが高いこと
が挙げられます。このデメリットを生育管理のみで軽減
させる研究を 1 年半ではありますが、行っていました。

ほぼ毎日圃場に行き、成長を記録し、データをまとめる作業は大変でしたが、目に見える形で結果が
出たときはとても嬉しかったです。水稲に限らずですが、作物を育てることはとても大変です。今の
職場を通じて圃場整備や用排水路の改修を行うことで、生産者の方々がより楽に作物生産ができるよ
うに少しでも力になれていけたらと思います。
　趣味の話をすると、大学時代にサイクリング部に所属していまし
た。サイクリングといってもキャンプに行くことがメインの部活で
あり、4年間で北海道 (小樽～函館 )、東北 (宮城～青森 )、九州 (大
分～鹿児島)など様々なところに行きました。普段乗らないフェリー
であったり、飛行機や新幹線で向かうだけでは見られない景色を見
ながら走るであったりと、とてもいい経験となりました。キャンプ
以外にも鳥取 1 周 ( 約 20 時間走 ) など、大学を卒業してまだ 2 年
ですが、もうチャレンジできないなと思うようなことばかりしてい
ました。現在は休日に軽く乗る程度ですが、これからも続けていき
たいです。サイクリングのほかにもスキー、登山や列車旅なども好

きで、水土里ネットとっとりに
入ってからでいうとゴルフも始めました。上司の方と年に数回行く
程度で、スコアも全然ですが楽しくさせてもらっています。ゴルフ
に限らず、これからもやってみたいことにはどんどんチャレンジし
ていきたいです。
　これからも水土里ネットとっとりの一員として、頑張っていきま
すのでご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

支笏洞爺国立公園で愛車と

テント張り完了（大沼）

圃場で生育調査中

愛と絆のある農業・農村をめざし
て

水土里を愛する
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項　　　目

施設監視への支援

監視結果の評価、
システム蓄積

【実施体制図】

内　　　　　　　　容
施設管理を行う農業者団体等へ簡素化した定期点検・日常監視手法の普及促
進、現場点検作業に係る技術的助言を行う。
全対象施設について、年１回以上の点検・監視作業の実施・記録蓄積を行う。

監視結果をクラウドで一元管理し、蓄積された監視記録の比較から評価結果
（劣化状況）を見える化し、計画的な保全対策への理解を進める。

鳥取県農業水利施設サポートセンター開所式 第１回　理事会

　５月２１日（火）に土地改良会館において、令和６年度 鳥取県農地・水・環境保全協議会通常総会が開
催されました。
　総会では、最初に松本昭夫会長が「多面的機能支払交付金事業は、平成１９年にスタートして１７年経
過したところであるが、農業者だけでなく、地域住民と一緒になって農地・農業を守る活動をして頂いてお
り、本当にうれしく思っています。近年の農業情勢は大変厳しいと言われており、人口の減少、若い方がなか
なか育っていかないというような中で、いかに地域で農業を守っていくかが大変重要なところであります。協
議会が一緒になってこの取組みを後押ししていくようお願いします。」と挨拶されました。
　続いて、鳥取県 農林水産部 栃本義博 農業振興局長から挨拶を頂いた後、２議案について慎重に審
議され、いずれの議案も原案どおり承認されました。
  承認された議案は、次のとおりです。

議案第１号　　令和５年度事業報告及び収支決算について
議案第２号　　令和６年度補正予算（案）について

令和６年度 鳥取県農地・水・環境保全協議会通常総会

　４月22日（月）鳥取県土地改良会館において、鳥取県農業水利施
設サポートセンター開所式がありました。平井伸治 鳥取県知事、松
本昭夫 鳥取県土地改良事業団体連合会長による看板かけと式
典がとり行われました。
　平井知事は挨拶で「農業水利施設の管理は日頃からの予防、保
全措置が重要です。技術革新を踏まえた新しい取組で農業者の安
心を作っていきたい。」と話されました。
　松本会長は「施設の老朽化や管理者の高齢化が進む中、農業

土木技術者として施設の保全に一丸となって取り組みます。」と抱負を述べ、最後にサポートセンター　福政
美里主任より「鳥取県農業の生命線である農業水利施設の保全に努める」と決意表明しました。
　なお、鳥取県農業水利施設サポートセンターは、農家等による監視体制を支援し、「農家や管理者の維持
管理意識を向上」することにより適時・適切な施設管理を推進するために設置されました。
このような取組としては、全国で滋賀県、岐阜県に次いで本県が３番目となります。

鳥取県農業水利施設サポートセンターの概要については、以下の通りです。

（１）設置主体　　鳥取県
（２）運 営 者　　鳥取県土地改良事業団体連合会
（３）対象施設　　基幹的農業水利施設８５か所
　　　　　　　 （総受益面積 約10,200haは、県内農振農用地（30,100ha）の３分の１をカバー）
（４）支援内容　

　令和６年度 第１回 理事会を４月12日（金）対翠閣（鳥取市）において、理事１４名の出席、監事３名の同
席のもと開催し、次の議案が審議され、原案どおり承認されました。

【議　事】
　議案第１号   顧問・参与の委嘱について
　　〈顧問〉　鳥取県　農林水産部長　　　　　　 岡　垣　敏　生
　　〈参与〉　鳥取県　農林水産部参事監
　　　　　　（兼）農業振興局農地・水保全課長　　森　田　智　彦
　　　　　　鳥取大学　大学院連合農学研究科教授（副研究科長）　緒　方　英　彦
　議案第２号   職員給与規程の一部改正について

平井知事（左）、松本会長（右）

松本会長　開会挨拶 理事会の様子

松本会長　開会挨拶 通常総会の様子

※サポートセンターの有するデータは、
　Webシステムにて関係者と共有

鳥取県農地・水保全課 県土地改良事業団体連合会

情報共有

センター運営委託

事業化に向けた相談

事業化に向けた相談点検アナウンス
評価結果の周知

ストックマネジメントの推進支援（技術的指導・助言）

鳥取県農業水利施設サポートセンター

施設監視記録票の提出、
施設情報の提供

・監視記録を収集し、分析・評価を関係機関へ共有
・技術研修会の開催によるストックマネジメントの重要性の周知
・施設監視結果・対策工事歴等を蓄積
・施設管理者への指導・支援

事業化に向けた連携

情報共有
東部農林事務所地域整備課
中部総合事務所農林局地域整備課
西部総合事務所農林局地域整備課

市町村

施設管理者
（土地改良区、水利組合等）
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　５月２１日（火）に土地改良会館において、令和６年度 鳥取県農地・水・環境保全協議会通常総会が開
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　総会では、最初に松本昭夫会長が「多面的機能支払交付金事業は、平成１９年にスタートして１７年経
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令和６年度　とっとり水土里の女性会
通常総会　第１回研修会

　令和６年度 とっとり水土里の女性会通常総会、第１回研修会を４月２３日（火）北栄町中央公民
館において、会員２１名の出席のもと開催しました。
　開会にあたり、とっとり水土里の女性会　檀床和子会長から「今年度も楽しい会になるよう計画
しておりますので、参加をよろしくお願いします。」と挨拶がありました。
　続いて、来賓の鳥取県土地改良事業団体連合会　松本昭夫会長、鳥取県 農林水産部 農業振興
局 農地・水保全課 谷田恭伸課長補佐から挨拶を頂きました。
　その後、檀床会長が議長となり議案第１号、２号、３号が審議され、原案どおり承認されました。
＜議　事＞
議案第１号　令和５年度事業報告及び令和５年度収支決算について
議案第２号　令和６年度事業計画（案）及び令和６年度収支予算（案）について
議案第３号　顧問の委嘱について

　総会終了後、鳥取県土地改良事業団体連合会前会長の榎本武利氏より「これからの女性会の活
躍について」と題してご講演頂き、女性が農業農村を昔から支えてきたこと、これからは女性の視点
が重要になってくることなどをお話しされました。次に、全国農村振興技術連盟　奥田透委員長から
近年の日本の食料をめぐる情勢についてお話があり、食を守るためにも生産基盤である農地の大切
さを改めて感じました。その後、会員同士で今後の女性会の活動について意見交換を行いました。

「とっとり水土里の女性会」が環境保全活動を実施

　とっとり水土里の女性会は、平成30年度から北栄町の遊休農地にサツマ
イモを作付けしており、今年で７年目になります。今年は5月24日（金）、25日
（土）の2日間で、元ブドウ畑の5アールに2,100本の苗を植え付けしました。植
え付けた品種は『紅はるか2,000本、ふくむらさき100本』です。土曜日には、会
員のお子さんなど家族も参加して、会員同士交流しながら楽しく植え付けを
行いました。昨年、収穫したサツマイモが小ぶりだったので、今年は大きくなる
ことを期待しています。また、市場にあまり出回っていない、話題の新星「ふく
むらさき」がどんな味なのか収穫するのが楽しみです。
　植え付けが終わった後、出雲山展望台付近（湯梨浜町）に移動し、土木
施設愛護・環境美化ボランティア活動を行いました。

水土里ネットとっとり職員研修会
　５月１７日（金）土地改良会館において、本会全職員を対象とした研修会を開催しました。
　最初に、松本昭夫会長から「各事務所の職員と顔を合わす数少ない機会なので、交流の場としてほし
い」と挨拶がありました。
　その後、「資産形成、運用の基礎知識」と題して、ファイナンシャル・プランナーの伊木さんにご講義頂きまし
た。現在の、日米での短期金利、長期金利の差についてやNISAやiDeCoについて知識を深めました。
　次に、総務企画課から所得税、住民税の定額減税についての説明がありました。
　研修会終了後には、昨年改装したリフレッシュルームで、親睦会をおこないました。今年度の新入職員の
紹介や、職員が作った手打ち蕎麦、大山おこわ、アイスやカレーをお披露目し、職員相互のコミュニケーション
を図り親睦を深めました。

　この度、水土里ネットとっとりのホームページをスマホ対応と
なるよう、リニューアルしました。

右記QRコードよりご覧いただけます。

研修の様子 親睦会の様子

サツマイモ植付けの様子
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URLも下記のとおり一部変わりました。
　　http://totirengogonet.or.jp/
　　　　　　　　↓
　　https://totirengogonet.or.jp/

水土里ネットとっとり

－ 5－－ 4－

土 地 改 良 だ よ り令和6年6月 第510号 土 地 改 良 だ よ り第510号 令和6年6月

インフォメーション



令和６年度　とっとり水土里の女性会
通常総会　第１回研修会

　令和６年度 とっとり水土里の女性会通常総会、第１回研修会を４月２３日（火）北栄町中央公民
館において、会員２１名の出席のもと開催しました。
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み ど り
　６月に入り、急に汗ばむ日が増えてきましたね！先日、とっとり水土里の女性会の環
境保全活動（サツマイモ圃場）で草をせっせと取っていたところ…。ビキッと腰にきま
して、少し痛いなぁ～と思っていた腰痛がぎっくり腰になってしまいました。事務作業
や力作業で腰痛持ちの方は多いのではないでしょうか？腰痛対策！！今度、是非教えて
ください。（福政）

編集後記

　水土里ネットとっとりの西川と申します。令和４年度採用で、計画設計課に配属となり、今年で 3
年目を迎えました。まだまだ未熟ではありますが、早く一人前になれるよう日々精進しております。

　大学は、鳥取大学で作物生産に関わる分野を専攻して
おり、卒業論文では酒造好適米の倒伏軽減について研究
を行いました。鳥取のブランドである「強力」という品
種があるのですが、この品種のデメリットとして食用米
と比べ、背丈が高くなりやすく倒伏のリスクが高いこと
が挙げられます。このデメリットを生育管理のみで軽減
させる研究を 1 年半ではありますが、行っていました。

ほぼ毎日圃場に行き、成長を記録し、データをまとめる作業は大変でしたが、目に見える形で結果が
出たときはとても嬉しかったです。水稲に限らずですが、作物を育てることはとても大変です。今の
職場を通じて圃場整備や用排水路の改修を行うことで、生産者の方々がより楽に作物生産ができるよ
うに少しでも力になれていけたらと思います。
　趣味の話をすると、大学時代にサイクリング部に所属していまし
た。サイクリングといってもキャンプに行くことがメインの部活で
あり、4年間で北海道 (小樽～函館 )、東北 (宮城～青森 )、九州 (大
分～鹿児島)など様々なところに行きました。普段乗らないフェリー
であったり、飛行機や新幹線で向かうだけでは見られない景色を見
ながら走るであったりと、とてもいい経験となりました。キャンプ
以外にも鳥取 1 周 ( 約 20 時間走 ) など、大学を卒業してまだ 2 年
ですが、もうチャレンジできないなと思うようなことばかりしてい
ました。現在は休日に軽く乗る程度ですが、これからも続けていき
たいです。サイクリングのほかにもスキー、登山や列車旅なども好

きで、水土里ネットとっとりに
入ってからでいうとゴルフも始めました。上司の方と年に数回行く
程度で、スコアも全然ですが楽しくさせてもらっています。ゴルフ
に限らず、これからもやってみたいことにはどんどんチャレンジし
ていきたいです。
　これからも水土里ネットとっとりの一員として、頑張っていきま
すのでご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

支笏洞爺国立公園で愛車と

テント張り完了（大沼）

圃場で生育調査中

愛と絆のある農業・農村をめざし
て

水土里を愛する
なかまたちを順次ご紹介

み　ど　り

水土里ネットとっとり　計画設計課　技師　西川佳希

高鷲スノーパーク（岐阜）
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